
いわき平ロータリークラブ週報
創立 1953.6.18　　承認 1953.6.29

会長：坂本　佳友　　幹事：関口　武司　　発行：会報・広報委員会

■ 事 務 局 ／ 福島県いわき市平字白銀町 4-13 不二屋第二ビル２F

■ 例 会 場 ／ いわきワシントンホテル椿山荘

■ 例 会 日 ／ 毎週木曜日 p.m.12:30 ～ 13:30

（0246）25-3000

（0246）35-3000

http://iwakitaira-rc.jp/2530

2021～2022年度
国際ロータリーのテーマ

「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」
SERVE TO CHANGE LIVES

これまで、これから

第 3258 例会（28号）　2022 年５月 26 日（木）晴

講師紹介 有賀行秀会員
　㈱磐城高箸さんは田人町の田人二小南大
平分校の跡地を使って割りばしの製造工場
を営んでいる会社です。高橋さんはもとも
といわきの出身ではなくＩターンでこちら
にいらっしゃいました。震災後に「希望のかけ箸」と
いう被災３県の間伐材を使った割りばしで有名になり
ました。今日はよろしくお願いします。

株式会社磐城高箸　代表取締役
� 高　橋　正　行 様
　㈱磐城高箸の高橋です。弊社は
100％間伐材を利用したいわき産の
杉材を使った割りばしの製造をメイ
ンでやっています。私自身は神奈川
県横須賀市出身で、震災の前の年に

移住してこの会社を立ち上げました。弊社の割りばし
は、九寸杉正目利久箸といいまして、長さ 24 センチ、
杉を正目で用いて両側が細くなっている箸をつくって
います。先ほど紹介された「希望のかけ箸」やお食い
初めで使う「おめでた箸」などの製品があります。ノ
ベルティの箸も製造して、様々な企業にご利用いただ
いています。特徴としては高い品質と柔軟なデザイン
と言えます。結果として、いわきで２回行われた太平洋
島サミットでは、晩餐会に弊社の箸が採用されました。
　とは言いましても、割りばしだけでは厳しいので、
間伐材を使った横展開をしています。その一つが「眠
り杉枕」です。割りばしをつくる際には、強度検査で
不合格になる箸が出ます。普段は、それを次の杉材を

乾燥させるための燃
料にしたりするので
すが、その強度検査
の不合格品をチップ
状にして中材にした
ものがこの枕です。
これは、シンガポー
ルの投資会社が独占
販売契約で世界展開

しています。
　こちらは、おが
ぬいぐるみです。
ぬいぐるみの中に
は杉のおが粉が
入っています。宇
都宮のぬいぐるみ
やさんと共同開発
しました。赤べこ
モチーフの「おが
べこ」や磐城高校

史学部と共同で作った「木粉（こふん）さま」などがあ
ります。木粉さまのロゴなども史学部の高校生が考えて
作ったものを使っています。
　次は、「旧校鉛筆」です。現在の廃校跡に移転したの
は３年前になるのですが、そのタイミングで鉛筆の製
造設備を導入しました。惜しまれながら廃校になった
小学校で、小学生のための鉛筆をつくるというストー
リーを込めて製品名としました。
　ひと月ほど前に発売したのが、四家酒造とコラボし
た「ちゅーちゅー又兵衛瞬酔」という升とストローの
セットです。升は、いわきのヒノキ間伐材を板にして
岐阜県の升製造会社に送って作っています。ストロー
は、弊社の鉛筆の製法を応用して作り上げました。升
酒は吟醸酒よりも、純米酒や本醸造のお酒が合うので、

日常酒としての
日本酒の復権と
いうストーリー
をつけて販売し
ました。製品名も
キャッチーなも
のにして、POP
も自分でアメコ
ミ風にデザイン
しています。

　弊社は、ブランディングが必要だと思っていて、積
極的にコンクールに応募して、毎年何かを受賞するこ
とを目標としています。今のところすべての年で何ら
かの賞をいただいています。大きいのはグッドデザイ
ン賞と復興庁のビジネスコンテストの大賞、福島産業
賞などでしょうか。今年はグッドデザイン賞にちゅー
ちゅー又兵衛を応募しました。余談ですが、グッドデ
ザイン賞にはプロデューサー、ディレクター、デザイ

間伐材製品の横展開 ② 

間伐材製品の横展開 ④ 
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会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　円谷真路　　泉　洋平　　佐藤尚誠

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

　本日は、株式会社磐城高箸代表取締
役高橋正行様にお越しいただいていま
す。よろしくお願いします。

◆出席委員会（中村将之副委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

５月 26 日 50 名 27 名 ―

★本日の例会案内　６月２日（木）12：30 ～
　　新入会員卓話
　　　福島民報社いわき支社長　円谷真路会員
　　　お食事メニュー＝カツ煮重

⃝�ハイライトよねやまが届きました
⃝�いわき勿来RCより３月プログラムが届きました

♥関口武司さん（高橋様、卓話宜しくお願いします）
♥松﨑倫久さん（結婚祝ありがとうございました）♥
越智正典さん（会員皆様よろしくお願いいたします）
♥渡邊有さん（卓話者高橋さんを歓迎して）♥中村将
之さん（卓話宜しくお願いします）♥鈴木東雄さん（高
橋様卓話宜しくお願いします）♥八幡恭朗さん（高橋様、
卓話ありがとうございます）♥飯野光世さん（卓話者
高橋さんを歓迎して）♥有賀行秀さん（高橋さん卓話
よろしくお願いいたします。ちゅーちゅー又兵衛ナイ
スです）♥大久保健蔵さん（先日の海岸林再生活動に
ご協力いただきありがとうございます）♥郡二三子さ
ん（再生林奉仕作業ご苦労様でした。高橋様卓話よろ
しく）� 以上11名

◆ロータリー財団委員会（鈴木東雄委員長）
　関口武司さん、八幡恭朗さん。� 以上２件
◆米山記念奨学会委員会（八幡恭朗委員長）
　関口武司さん、大久保健蔵さん、八幡恭朗さん。
� 以上３件

◆海岸林保全活動
　東日本大震災の津波被害を受けた、いわき市の海岸
林で21日、再生活動に取り組みました。会員、会員事
業所の社員ら約50人が参加
し、国有林でクロマツの苗木
約70本を植栽しました。新型
コロナウイルスの影響で、３
年ぶりの活動となりました。
活動できなかった期間に生い
茂った雑草を刈り取り、苗木
を丁寧に手植えしました。

〔点鐘・ロータリーソング（我等の生業）・４つのテス
ト（松村耕三会員）〕

松村耕三会員

★次回の例会案内　６月９日（木）18：30 ～
　　夜間例会　IGM　

ナーの名前を入れて応募するのですが、ディレクター
には、開発時点から非常に応援していただいている有
賀さんの名前を勝手に載せて応募しています。もう一
つ、何らかの紙媒体に３か月に一度は載るようにこと
も目標にしています。人のうわさも 75 日という通り、
３か月くらいで忘れられてしまわないように活動して
います。また、３年前に移転した旧校舎は、古いタイ
プの木造校舎で、いわき市内でもここにしかないもの
です。勿来インター付近に用があるときはお立ち寄り
ください。校舎には弊社の製品群が見れるようになっ
ていたり、日曜日には近くのホースクラブが乗馬体験
会をしていたり、空き教室を使っての給食会などが開
催されていたりします。
　これからとしましては、弊社は間伐材を使って製品
をつくるという軸があるので、持続可能な社会の到来

を早めるためにも、
製品開発に力を入れ
ていきたいと思って
います。ウッドブラ
ンク、ピンバッジ、
イノベのイロハスタ
ンド、木の名刺など
も作っています。今
年は、鉛筆製造設備
をつかって色鉛筆も
つくりたいと思います。今年の４月からは、空き教室
を使って、株式会社moegi さんが「めだかの学校」を
開きました。東京が本拠地の会社が２拠点目としてメ
ダカの飼育をしています。このようなことで地域貢献、
地域おこしを地道に目指しています。

海岸林の保全活動に汗を流した会員ら

雑草の刈り取り作業に励む
会員

これから 

「めだかの学校」 


